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令和８年２月１６日 

 

『東京消防庁 INNOVATION PROJECT』 

民間企業等と協働開始＆新たな公募スタート！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

１ 民間企業等との協働開始 

  令和７年８月１９日付で実施した公募について、以下の民間企業等と協働を開始します。 

 （概要は別紙のとおり） 

 行政課題テーマ 協定先企業 

①   AI 技術を活用した指令管制業務の検討 

株式会社 Quick 

株式会社ナンバーワンソリューションズ 

富士通 Japan 株式会社 

②  
トリアージタッグ情報の効率的な 

集約・管理に関する技術検証 

富士通 Japan 株式会社 

株式会社 LeadX 

 

 ２ 今回開始した公募 

公募事業「東京消防庁 INNOVATION PROJECT」のうち、当庁と共通の領域の研究を進める

民間企業等が行う研究開発に対して、当庁の消防に関する知見、人員、施設、資器材を提

供することで、民間企業等と共同で研究開発を進め、これにより得られた成果をもって、

当庁の課題を解決することを目的とした「共同研究開発型」です。 

なお、今回募集するテーマについては研究開発資金の提供はありません。 

⑴ 公募内容 

No 公募テーマ 
1 消防活動用冷却ベストの研究開発 

2 リチウムイオン電池対応型消火薬剤・消火資器材の研究開発 

3 ホイスト装置で吊り上げる際の担架等の回転抑制に資する資器材の開発 

⑵ 公募開始日 

令和８年２月１３日（金） 

⑶ 応募期限 

東京消防庁（以下「当庁」という。）では、消防業務における様々な課題を効果的に解

決するためには、民間企業、大学及び公的機関等（以下「民間企業等」という。）が保

有する技術、情報の力を活かすことが必要であると考えています。 

東京消防庁 INNOVATION PROJECT は、当庁の行政課題の解決に資する可能性がある先端

技術等の導入検討を行うにあたり、関連する先端技術等の研究開発、情報収集にご協力

いただける民間企業等を広く募集するものです。 



 

令和８年３月６日（金）１２時まで 

⑷ 応募方法 

公募サイト（URL：https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/inf/koubo/index.html）

を確認のうえ、応募フォーム（ URL： https://ttzk.graffer.jp/tfd-metro-

tokyo/smart-apply/apply-procedure-alias/tfd-innovation-project-2026）に

必要事項を入力して、応募してください。 

 

 

問合せ先 

東京消防庁（代）    電話 03-3212-2111 

企画課デジタル戦略係 内線 2199（１について） 

安全技術課技術検証係 内線 6425（２について） 

広報課報道係       内線 2345～2349 

 

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/inf/koubo/index.html
https://ttzk.graffer.jp/tfd-metro-tokyo/smart-apply/apply-procedure-alias/tfd-innovation-project-2026
https://ttzk.graffer.jp/tfd-metro-tokyo/smart-apply/apply-procedure-alias/tfd-innovation-project-2026


■ 通報内容の自動分析・緊急度判定

１１９番通報が集中する状況を想定し、ＡＩ技術を活用して通報内容を分析・整理するこ

とで、通報の受付をより円滑に行うための仕組みについて検証を行います。

■ レコメンド機能

ＡＩ技術を活用し、通報内容に応じた対応の参考情報を提示する仕組みについて検証を行

います。

■ 通報内容のリアルタイムモニタリング

ＡＩ技術を活用し、１１９番通報の内容をリアルタイムで把握・可視化する仕組みについ

て検証を行います。

東京消防庁

務部総

２０２５年１２月１６日 ～ ２０２６年３月３１日

ＡＩ技術を活用した
指令管制業務の検討

株式会社 Quick 富士通Japan株式会社
株式会社
ナンバーワンソリューションズ

近年、東京都における１１９番通報の件数は増加傾向にあり、特に夏季や冬季など通報が

集中する時期には、１１９番通報につながりにくい状況が生じるなど、緊急性の高い事案へ

の迅速な対応が課題となっています。

一方、一般のコンタクトセンター分野では、音声認識や自然言語理解等のＡＩ技術を活用

し、問い合わせ対応の効率化や業務負担の軽減を図る取組が進展しています。

本協定は、こうした背景を踏まえ、１１９番通報を受け付ける消防指令管制業務における

ＡＩ技術の活用可能性を検証することを目的として締結するものであり、増加する通報への

対応力向上に資する仕組みの構築へ向け、必要な検討及び検証を行うものです。

協定概要

協定期間



救急隊員等が手書きで行っているトリアージタッグ情報をデジタル化し、クラウド上で集

約・管理することで、災害現場で活動している複数の救急隊や、救急指揮所において、傷病

者数の推移や災害全体の状況をリアルタイムで把握することが可能になり、「より効果的か

つ効率的な救急活動」の実現に向けて、技術検証を行っていきます。

東京消防庁

急部救

２０２６年３月１日 ～ ２０２７年３月３１日協定期間

トリアージタッグ情報の
効率的な集約・管理に関する技術検証

複数又は多数の傷病者が発生する災害現場では、限られた消防力で一人でも多くの命を救

うため、トリアージを実施することにより傷病者の緊急度・重症度を判断し、救急処置及び

搬送の優先順位を決定しています。現在のトリアージ方法は、紙媒体であるトリアージタッ

グ（複写式）に手書きで情報を記入し、記載された情報を集約して、手書きにより集計表を

作成しなくてなりません。より効果的かつ効率的に傷病者を医療機関に搬送するため、情報

を迅速かつ正確に収集・集約し、刻一刻と変化する災害現場で状況に応じた救急活動を実施

できるシステムの構築を検討しています。今回、２社と技術検証を目的とした協定を締結し

ました。

協定概要

富士通Japan株式会社株式会社 LeadX
①災害現場の情報

②トリアージ区分・
傷病者情報を入力

③トリアージ情報を集約
し、災害状況を把握


